
中学部及び支援学級卒業者の進路状況・障害児通所支援の利用状況について

１．令和６年度支援学校中学部及び地域中学校（支援学級在籍）卒業者の進路状況 ＊進路先の区分は、文部科学省「学校基本調査手引き」を参照のこと。 令和７年５月１日現在
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● 支援学校中学部に在籍する児童の中学卒業後の進路について、65名中1名を除いて特別支援学校高等部に進級した。

●

● 高等学校への進学の内訳として、約64％は全日制、約30％は通信制、6％は定時制の高等学校であった。

２.高校生等の障害児通所支援利用状況（R7.7末日時点の支給決定者）
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● 障害児通所サービスの利用状況では、受給者証を発行している人のうち、全員が放課後等デイサービスまたは児童発達支援を利用している。

● 通所利用者のうち70％程度の割合で、障害児相談支援を利用している。

● 支援学校及び支援学級の卒業者が1学年で410人であり、通所支援している高校生等については3学年で422人であった。
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支援学級に在籍する児童の中学卒業後の進路について、345名のうち、約77％の児童は高等学校へ進学し、約13％は支援学校高等部、約5％は専修学校に進学し

た。
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資料３－４

A　高等学校等進学者
C E　就職者等（左記A、B、C、Dを除く。）
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